
平成３０年度 第３回学校運営協議会 

平成３０年度 野崎高等学校第３回学校運営協議会議事録 

日時：平成 31 年 2 月 20 日（水） 

14:00～15:30 

於：本校会議室 

司会：教 頭 

進行：会 長 

  記録：担当教諭 

【次第】 

１ 校長挨拶 

２ 事務局より 

１． 資料について 

２． 本年度学校評価、来年度学校経営計画について 

３． 平成 30 年度学校教育自己診断の結果、第 2 回授業改善の結果について 

４． 本校の取り組みについて 

３ 協議・意見交換 

４ 会長より 

５ 事務局より 

 １．来年度の運営協議会委員について 

 

【記録】 

１．校長挨拶 

（１）近況報告等 

・ブロック塀工事完成、年度内に防塵ネット設置 

・来年度から 2 年間、文科省の「人権教育研究指定校事業」を受託。 

・志願者確保が最大の課題、2/23（土）に本年度最後の学校説明会を実施。 



（２）学校経営計画について 

・今回から、次年度計画における「1．めざす学校像」「2．中期的目標」について協議会のご承認が

必要となった。後ほどご審議をお願いいたします。 

 

 

２．事務局より 

（１）資料確認（司会） 

 

（２）本年度学校評価、来年度学校経営計画について（校長） 

①本年度学校評価について 

・清掃の充実、ＨＰの活用において改善がみられる 

・働き方改革  時間外労働時間の減少、ストレスチェック指数の改善 

②来年度学校経営計画について、主な変更点 

・学習と居場所カフェの両面で図書室の充実 

・総合的な学習の時間にコミュニケーションワークの導入 →授業改善にも 

・防災教育、食育の充実 

 ・小中学校との連携（スマホサミットの成果を還元の） 

 ・業務負担の見直し（生徒の変化への対応） 

                          →審議のうえ承認された 

 

（３）平成 30 年度学校教育自己診断の結果、第 2 回授業改善の結果について（教頭） 

・別紙資料により詳細を説明 

 

（４）本校の取り組みについて 

・生徒指導部、進路指導部、人権教育推進委員会、広報ＰＴより、別紙資料により詳細を説明 

 



３．協議・意見交換 

・学校における携帯電話やスマートフォンの利用について、次年度から国や府の指導方針が変更にな

る可能性がある。近隣の小中学校とも連携して、より実効性のある指導方法を検討し実施してい

くべきであろう。 

・地域連携の取組みとして本校が長年行ってきた里山ボランティア活動に加えて、地元の河川やビオ

トープ池の清掃活動等の実施を通して、広く環境問題を考えるきっかけとなるよう指導していた

だきたい。 

・卒業後の準備として、経済観念（金融・保険・年金・税金等）を育てる指導をお願いしたい。 

・高校への全般的な志願状況において私学志向が高まっているが、共稼ぎの広まりや少子化等の影響

によりやむを得ないと思われる。公立高校の教育の魅力の大きなものは「全人教育」だと思うの

で、この点を中学生や保護者にアピールする必要がある。 

 

 

４ 会長より 

本校の取り組みの成果（例：遅刻数の減少）を、具体的に示して生徒を褒めることで伸ばしてい

くことが必要。生徒の「やればできる」気持ちを大きく育てていくことを、今後は特にお願いし

たい。 

 

 

５ 事務局より 

 １．来年度の運営協議会委員について 

    来年は新制度の 2 年目なので委員の皆さま全員の再任をお願いしたい（校長） 

 


